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令
和
４
年
度
泊
村
各
会
計
予
算
に
係
る

決
算
額
に
つ
い
て

　

お
手
元
に
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
令
和
４
年
度
決
算
額
調
書

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
額
、
決
算
額
、

剰
余
金
を
記
載
し
て
お
り
、
一
般
会
計

に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
算
額
の
欄
の
収

入
額
か
ら
支
出
額
を
差
し
引
き
ま
し

て
、
３
８
，
８
９
３
，
２
２
６
円
の
剰

余
金
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
５
，

０
７
２
，
１
４
６
円
の
剰
余
金
と
な
り

ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
１
０

０
，２
５
９
円
の
剰
余
金
と
な
り
ま
す
。

　

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
３
５
，

２
４
４
円
の
剰
余
金
と
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

４
７
，
６
２
９
円
の
剰
余
金
と
な
り
ま

会期　６月12日～14日

令和
５年

第２回 定 例 会

　

令
和
５
年
第
２
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
６
月
12
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
14
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
定
し
た
後
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
、
村
長

か
ら
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
の
教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
議
案
１

件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の
議
案
９
件
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
延
会

と
し
ま
し
た
。

　

13
日
は
、
議
案
等
調
査
の
た
め
休
会
と
し
、
14
日
に
再
開
し
、
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、
議
案
９
件
を
審
議
採
決
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

行

政

報

告

髙

橋

村

長

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

７
２
２
，
６
５
１
円
の
剰
余
金
と
な
り

ま
し
た
。

　

以
上
、
６
会
計
合
計
で
、
資
料
の
一

番
下
の
部
分
に
な
り
ま
す
が
、
決
算
額

の
収
入
額
か
ら
支
出
額
を
差
し
引
き
ま

し
て
、
４
４
，
８
７
１
，
１
５
５
円
の

剰
余
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

剰
余
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
会

計
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
中
に
お

い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
事
業
の
縮
小
や
中
止

に
よ
り
ま
し
て
、
各
関
係
機
関
や
団
体

等
か
ら
の
戻
し
入
れ
等
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
程
度
で
あ

り
ま
し
て
、
今
後
に
お
い
て
も
、
剰
余

金
が
多
額
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
後
志
広
域
連
合
や
一
部
事
務

組
合
の
各
会
計
決
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
決
算
額
が
分
か
り
次
第
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

予　　算　　額 剰　　余　　金 備　考
収 入 額 5,001,090,626
支 出 額 4,962,197,400
収 入 額 44,867,873
支 出 額 39,795,727
収 入 額 378,339,179
支 出 額 378,238,920
収 入 額 114,902,612
支 出 額 114,867,368
収 入 額 341,197,173
支 出 額 341,149,544
収 入 額 39,357,220
支 出 額 38,634,569
収 入 額 5,919,754,683
支 出 額 5,874,883,528

公共下水道事業特別会計

決　　算　　額

令令和和４４年年度度各各会会計計予予算算ににかかかかるる決決算算額額調調書書

一    般    会    計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

 合　　　　　　　　計 5,937,648,000

38,893,226

44,871,155

後期高齢者医療特別会計

5,020,000,000

40,013,000

379,017,000

116,557,000

342,961,000

39,100,000

5,072,146

100,259

35,244

47,629

722,651
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洋
上
風
力
発
電
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　

６
町
村
３
漁
協
で
組
織
す
る
岩
宇
・

南
後
志
洋
上
風
力
発
電
推
進
組
合
に
お

い
て
、
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く

促
進
区
域
の
指
定
に
向
け
て
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
既
に
新
聞
報
道
等
で
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
去
る
５
月

12
日
に
新
た
に
岩
宇
・
南
後
志
沖
が
有

望
な
区
域
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
に
お
い
て
、
区
域
指
定

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
各
地
域

に
お
け
る
様
々
な
情
報
を
招
集
し
た
う

え
で
、
早
期
に
促
進
区
域
に
指
定
で
き

る
見
込
み
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
な
検

討
を
進
め
ら
れ
る
べ
き
区
域
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
北
海
道
で
５
区
域
が
選
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
主
導
的
に
関
与
す
る
日

本
版
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
に
よ
る
調
査
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
に
お
け

る
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
、
６

月
上
旬
よ
り
本
海
域
に
お
い
て
調
査
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
独
立
行
政
法
人
金

属
鉱
物
資
源
機
構
「
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

（
ジ
ョ
グ
メ
ッ
ク
）」
に
よ
り
調
査
が
実

施
さ
れ
、
事
前
に
各
漁
協
を
通
じ
、
漁

業
者
と
の
調
整
が
行
わ
れ
進
め
ら
れ
て

お
り
、
調
査
の
内
容
は
、
洋
上
風
力
発

電
設
備
の
基
本
設
計
に
必
要
と
な
る
風

況
、
海
底
地
盤
ボ
ー
リ
ン
グ
に
関
す
る

調
査
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
調
査
で
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
は
計
画
事
業
者
に
提
供
さ

れ
、
事
業
者
に
よ
る
発
電
事
業
計
画
の

策
定
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
国
に
お
け
る
海
域

の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
促
進
区
域

に
選
定
後
、
国
に
よ
る
事
業
者
の
公

募
、
選
定
さ
れ
た
事
業
者
に
よ
り
詳
細

の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
随
時
、

情
報
を
共
有
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
に
つ

い
て

　

村
で
は
、
５
月
30
日
よ
り
、
茅
沼
診

療
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防

接
種
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
65
歳
以
上
の
方

と
12
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
基
礎
疾
患
等

が
あ
る
方
と
医
療
従
事
者
に
な
り
ま

す
。

　

接
種
は
、
６
月
８
日
現
在
で
、
茅
沼

診
療
所
で
２
回
実
施
し
て
お
り
、
65
歳

以
上
の
方
が
１
４
０
名
、
12
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
基
礎
疾
患
等
が
あ
る
方
が
９

名
、
医
療
従
事
者
の
方
が
８
名
接
種
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
う
ち
泊
村
以
外

の
住
所
地
の
方
４
名
含
め
、
合
計
で

１
５
７
名
の
方
が
接
種
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま

し
て
は
、
８
月
ま
で
継
続
実
施
し
、
９

月
か
ら
12
月
に
は
、
２
回
以
上
接
種
を

完
了
し
て
い
る
５
歳
以
上
の
方
全
員
を

対
象
と
し
て
接
種
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
茅
沼
診
療
所
で
の
接
種
は
、

12
歳
以
上
で
対
応
し
て
お
り
、
12
歳
以

下
の
お
子
さ
ん
の
接
種
に
つ
い
て
は
、

岩
内
町
で
の
対
応
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
、
50
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
ま
し
て
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
１
回

の
接
種
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
で
２
回
の
接
種
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
接
種
の
種
類
に
つ
い
て

は
、
情
報
提
供
を
し
た
上
で
、
申
し
込

み
の
あ
っ
た
方
に
選
択
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

接
種
の
申
し
込
み
は
、
６
月
８
日
現

在
で
70
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
接
種
の
希
望
に
添
え
る
よ

う
、
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
消
費
活
性
化
事
業

                      

に
つ
い
て

（
夏
季
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
）

　

村
で
は
、
泊
村
商
工
会
に
委
託
し
、

こ
れ
ま
で
の
販
売
実
績
等
を
泊
村
商
工

会
と
検
証
・
協
議
を
し
、
発
行
総
数
を

５
０
０
０
セ
ッ
ト
と
し
、
う
ち
村
内
向

け
販
売
分
を
４
７
０
０
セ
ッ
ト
、
村
外

向
け
販
売
分
を
３
０
０
セ
ッ
ト
で
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
は
30
％
で
あ
り
ま
す
。

　

村
内
向
け
の
購
入
は
、
65
歳
以
上
の

方
は
一
人
６
セ
ッ
ト
ま
で
で
あ
り
、
65

歳
未
満
の
方
は
一
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
と

致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
外
向
け
の
購
入
に
つ
い
て
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は
、
一
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
と
致
し
ま
す
。

　

販
売
期
間
に
つ
い
て
は
、
６
月
18
日

か
ら
完
売
の
日
ま
で
と
し
、
使
用
期
限

は
、
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

取
扱
店
は
、
商
工
会
に
加
盟
す
る
村
内

45
店
舗
で
あ
り
ま
す
。

 

販
売
日
に
つ
い
て
は
、
６
月
18
日
（
日
）

か
ら
売
切
れ
ま
で
と
し
、
販
売
初
日
は
、

泊
村
公
民
館
で
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
販
売
を
致
し
ま
す
。

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
泊
村
商
工

会
へ
の
委
託
事
業
で
プ
レ
ミ
ア
ム
分

の
１
５
，
０
０
０
千
円
と
印
刷
製
本

費
等
の
経
費
約
３
９
０
千
円
の
１
５
，

３
９
６
，
２
４
２
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分

で
お
得
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
が

可
能
と
な
り
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
を

刺
激
す
る
と
と
も
に
、
村
内
商
店
等
に

お
い
て
も
、
一
定
の
経
済
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
・
サ
ク
ラ
マ
ス
養

殖
試
験
事
業
に
つ
い
て

　

２
年
目
を
迎
え
た
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ

ン
と
サ
ク
ラ
マ
ス
の
養
殖
試
験
で
あ
り

ま
す
が
、
去
る
６
月
１
日
と
６
月
８
日

に
サ
ク
ラ
マ
ス
と
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン

を
水
揚
げ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

水
揚
げ
し
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
が
５
９
１
５

尾
中
５
６
９
６
尾
が
生
存
し
て
お
り
、

生
存
率
は
96
．
３
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ク
ラ
マ
ス
は
９
４
５
尾
中

９
２
６
尾
が
生
存
し
て
お
り
、
生
存
率

は
98
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、水
揚
げ
さ
れ
た
平
均
魚
体
は
、

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
が
約
２
．
３
キ
ロ

で
、
最
大
個
体
が
４
．
４
キ
ロ
で
あ
り

ま
し
た
。
サ
ク
ラ
マ
ス
は
、
平
均
個
体

が
１
．
７
キ
ロ
で
、
最
大
個
体
が
３
．

１
キ
ロ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
さ
れ
た
魚
は
、
先
週
に
は
札

幌
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
「
と
ま
り
カ
ブ

ト
サ
ー
モ
ン
」
と
し
て
販
売
さ
れ
た
ほ

か
、
関
西
方
面
の
回
転
寿
司
店
舗
等
で

販
売
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、ま
だ
魚
の
需
要
に
対
し
て
、

供
給
量
が
足
り
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
養

殖
事
業
の
拡
大
を
図
り
、
事
業
化
に
向

け
て
養
殖
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
関
係

　

４
月
18
日
に
、
全
国
学
力
・
学
習
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

が
受
検
し
、
今
年
度
は
、
国
語
と
算
数
・

数
学
の
他
、
中
学
で
は
、
英
語
も
調
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

に
判
明
す
る
予
定
で
す
の
で
、
次
回
の

定
例
会
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
２
日
に
、
泊
中
学
校
陸
上
記
録

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
向
か
い
風
を
力

に
～
今
、
挑
戦
の
時
」。
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
仲

間
を
信
じ
て
協
力
・
応
援
し
、
生
徒
自

身
の
運
営
で
感
動
の
記
録
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
３
日
に
は
、
泊
小
学
校
大
運
動

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
「
チ
ー
ム
で
協
力
し

て
最
後
ま
で
が
ん
ば
ろ
う
」
を
掲
げ
、

小
雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
保
護
者
や
家
族
の
声
援
を
受
け
て
、

児
童
全
員
が
最
後
ま
で
精
一
杯
の
頑
張

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
関
係

　

高
齢
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
「
寿

大
学
」を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
に
開
講
式
を
行
い
、
５
月

30
日
に
は
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

37
名
が
参
加
し
て
、
寿
都
・
黒
松
内

方
面
に
向
か
い
、
弁
慶
岬
や
両
町
の
道

の
駅
を
見
学
し
、
黒
松
内
温
泉
で
入
浴

を
楽
し
ん
で
、
思
い
出
に
残
る
一
日
を

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
で
す
が
、
５
月
26
日
に
村
内
18
ヶ

所
の
施
設
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗

を
届
け
、
お
世
話
の
お
願
い
を
し
て
き

ま
し
た
。

管
理
す
る
施
設
の
利
用
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
末
現
在
）

　

泊
村
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま

で
３
，
６
４
４
名
の
利
用
が
あ
り
、
前

教
育
行
政
報
告

髙
山
教
育
長

水揚げされたトラウトサーモン

泊小学校大運動会
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年
と
比
較
し
て
、
８
８
２
名
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鰊
御
殿
と
ま
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
の
オ
ー
プ
ン
が
４
月
９
日
で
、
こ

れ
ま
で
４
４
０
名
の
入
館
者
が
あ
り
、

前
年
と
比
較
し
て
１
９
９
名
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
ま
り
カ
ブ
ト
ラ
イ
ン
パ
ー
ク
で
す

が
、
今
年
の
オ
ー
プ
ン
は
、
４
月
16
日

で
、
こ
れ
ま
で
３
５
５
名
の
利
用
が
あ

り
、
前
年
と
比
較
し
て
50
名
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

泊
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

原
案
同
意
（
全
会
一
致
）

　

泊
村
監
査
委
員
と
し
て
、
沼
畑　

智

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

泊
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�

�
�
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

令
和
５
年
３
月
31
日
に
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
等
を

行
う
一
部
改
正
で
す
。

泊
村
公
職
者
に
対
す
る
報
酬
及
び
費
用

弁
償
の
額
並
び
に
支
給
方
法
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�
� 

�
�
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

公
職
者
と
し
て
新
た
に
泊
村
予
防
接

種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
委
員
の
追
加

及
び
削
除
も
れ
の
委
員
の
削
除
、ま
た
、

選
挙
長
は
じ
め
選
挙
に
拘
わ
る
各
管
理

者
及
び
立
会
人
の
費
用
弁
償
の
額
を
国

会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
額
に
改
正
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
一
部
改

正
で
す
。

泊
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

民
法
及
び
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

る
懲
戒
権
に
関
す
る
規
定
の
削
除
、
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
省
令
の
改
正
に
よ
る
乳
幼

児
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
計
画
の
策

定
、
乳
幼
児
の
バ
ス
送
迎
に
あ
た
っ
て

の
安
全
管
理
の
徹
底
に
係
る
規
定
の
追

加
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
一
部
改

正
で
す
。

泊
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
�
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

国
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関

す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、特
定
教
育
・

保
育
支
援
施
設
等
の
管
理
者
の
子
ど
も

に
対
す
る
懲
戒
権
に
関
す
る
規
定
を
削

除
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

泊
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
�
�
�

�
�
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
省

令
に
、
児
童
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

計
画
の
策
定
並
び
に
児
童
の
バ
ス
送
迎

に
あ
た
っ
て
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
係

る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
一
部
改
正
で
す
。

泊
村
学
校
建
設
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

小
中
学
校
の
校
舎
の
新
築
並
び
に
大

規
模
な
増
改
築
及
び
こ
れ
ら
の
事
業
の

た
め
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
等
財
源
に

不
足
が
生
じ
た
時
の
財
源
を
積
み
立
て

る
た
め
、
昭
和
47
年
度
に
基
金
を
設
置

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
も
達

成
し
、
既
に
基
金
残
高
も
な
い
こ
と
か

ら
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

泊
村
社
会
福
祉
活
動
基
金
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

在
宅
福
祉
の
普
及
及
び
向
上
、
健
康

及
び
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
、
そ
の

他
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の
費

用
に
充
て
る
た
め
、
平
成
４
年
度
に
基

金
を
設
置
し
、
以
降
、
毎
年
度
各
事
業

に
充
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
末
に
お
い
て
基
金
残
高
も
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

泊
村
産
業
振
興
奨
励
基
金
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

社
会
情
勢
の
変
動
等
に
対
応
し
な
が

ら
、
産
業
の
振
興
事
業
を
推
進
し
、
地

域
経
済
の
発
展
と
活
性
化
を
図
る
た
め

の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
平
成
５
年
度

に
基
金
を
設
置
し
、
以
降
、
毎
年
度
各

事
業
に
充
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
度
末
に
お
い
て
基
金
残
高
も
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
，
０
０
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
４
，
０
４
９
，

条
例
の
廃
止

補

正

予

算

人

事

案

件

審

議

し

た

議

案

条
例
の
改
正
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皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

役
場
職
員
の
仕
事
の
対
応
に
つ
い
て

一
般
質
問
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
か
ら
、
役
場
に
行
っ
て
も
挨
拶

を
し
な
い
職
員
が
い
る
、
と
い
う
話
し

が
私
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
以

前
、
渋
井
の
公
営
住
宅
の
外
壁
の
こ
と

で
、
建
設
水
道
課
長
（
今
の
村
長
）
に

話
し
に
行
っ
た
ら
、
私
が
手
が
震
え
て

い
る
と
、
あ
し
ら
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

役
場
職
員
が
、
挨
拶
も
し
な
い
、
私

が
手
が
震
え
て
い
る
と
、
あ
し
ら
わ
れ

た
。
こ
ん
な
感
覚
で
村
民
を
見
て
い
る

か
ら
、
駄
目
だ
と
思
う
。

　

村
長
、今
２
点
程
話
し
を
し
ま
し
た
。

　

私
の
話
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
村
長

は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

鰊
御
殿
で
、
以
前
に
作
業
員
が
木
か

ら
落
ち
、
治
そ
う
と
岩
内
の
整
形
・
小

樽
の
整
形
に
通
い
、
治
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

教
育
長
、
役
場
の
仕
事
で
怪
我
を
し

た
の
だ
か
ら
、
教
育
長
も
「
今
の
状
態

は
ど
う
で
す
か
。」と
い
う
話
し
が
あ
っ

て
も
い
い
と
私
は
思
う
の
で
す
が
。

　

教
育
長
、
い
か
が
で
す
か
。

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
滝
本
議
員
の
ご
質
問
に

お
答
え
致
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
過
去
の
私
の
発
言
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
建
設
水
道
課
長
の

時
に
、
渋
井
地
区
公
営
住
宅
の
外
壁
に

つ
い
て
滝
本
議
員
が
役
場
に
来
ら
れ
、

第
２
事
務
所
か
ら
消
防
支
署
事
務
室
ま

で
聞
こ
え
る
よ
う
な
大
き
な
声
で
一
方

的
に
高
圧
的
な
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
私
は
少
し
落
ち
つ
い
て
話
し
ま

し
ょ
う
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
滝
本

議
員
は
、
「
私
は
落
ち
着
い
て
い
る
。」

一 

般 

質 

問

 

滝
本　

一
訓 

議
員

　
□
役
場
職
員
の
仕
事
の
対
応
に
つ
い
て

滝
本
　
一
訓 

議
員

 

役
場
職
員
の
仕
事
の

　
  　
　

対
応
に
つ
い
て

髙

橋

村

長

４
７
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
国
庫
支
出
金

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

　

重
点
支
援
地
方
交
付
金

　
　
　

１
２
，
９
７
７
，
０
０
０
円
増

・
寄
附
金

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
　
　
　

５
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
総
務
費

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　

４
２
，
７
６
９
，
０
０
０
円
減

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
積
立
金

　
　
　
　

５
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

　

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

　

緊
急
支
援
給
付
金

　
　
　

２
５
，
３
６
２
，
０
０
０
円
増

＊
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
国
の
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
物
価
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
事
業
に
係
る
給
付
金
と
併
せ
て
、

泊
村
独
自
事
業
と
し
て
、
非
課
税
世
帯

以
外
の
世
帯
に
給
付
す
る
給
付
金
の
増

で
す
。

・
商
工
費

　

温
泉
施
設
関
係
委
託
業
務
（
３
件
）

　
　
　

２
９
，
９
９
７
，
０
０
０
円
増

＊
旧
積
丹
荘
敷
地
に
建
設
予
定
の
茂
岩

地
区
住
民
の
避
難
施
設
を
兼
ね
た
温
泉

施
設
等
に
係
る
基
本
設
計
等
の
委
託
料

の
増
で
す
。
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と
こ
れ
ま
た
高
圧
的
な
言
動
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
質
問
の
よ
う
な
発
言
に

至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
私
も
不
適
切
な
発
言
だ
と

思
い
、
勤
務
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
滝
本

議
員
の
自
宅
に
伺
い
、
理
由
は
ど
う
で

あ
れ
、
不
適
切
な
発
言
だ
っ
た
こ
と
を

謝
罪
し
、
滝
本
議
員
か
ら
は
、
「
明
日

に
で
も
村
長
・
副
村
長
の
と
こ
ろ
に
抗

議
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
行
か

な
い
こ
と
に
す
る
。
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

過
去
の
発
言
で
あ
れ
、
ま
た
理
由
は

ど
う
で
あ
れ
、
不
適
切
な
発
言
で
あ
っ

た
こ
と
は
認
め
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

あ
る
一
部
を　

切
り
取
っ
て
、
こ
ん
な

感
覚
で
村
民
を
見
て
い
る
か
ら
駄
目
だ

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
し
、
私
は
就
任
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら

一
貫
し
て
、
私
を
含
め
職
員
に
は
、
村

民
の
皆
様
の
た
め
に
仕
事
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
と
い
う
認
識
の
基
に
日
々
仕

事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
や
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
挨
拶
を
し
な
い
職
員
が

い
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
挨

拶
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
職
員
に
何

度
も
指
導
し
て
お
り
、
最
近
は
良
く

な
っ
た
と
の
声
も
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
に
お
い
て
も
ご
指
摘
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
引
き
続
き
指
導
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

　

滝
本
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
致
し

ま
す
。

　

「
役
場
の
仕
事
で
怪
我
を
し
た
の
だ

か
ら
、
教
育
長
も
、
今
の
状
態
は
ど
う

で
す
か
と
い
う
話
が
あ
っ
て
も
い
い
と

私
は
思
う
の
で
す
が
、
教
育
長
い
か
が

で
す
か
。」
と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、

ご
指
摘
の
あ
っ
た
作
業
員
の
方
は
、
令

和
３
年
11
月
17
日
を
も
っ
て　

任
用
期

間
が
満
了
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
、
１
カ
月
後
に
も
、
ご
本
人
に
連
絡

を
差
し
上
げ
、
状
況
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
個
人
情
報
に
当
た
る
た
め
、
こ
こ

で
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
医
者

か
ら
も
症
状
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う

ふ
う
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

勤
務
中
に
怪
我
を
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
大
変
痛
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す

し
、　

１
日
も
早
い
回
復
を
願
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
何
年
経
過
し
て

も
、
「
怪
我
の
回
復
具
合
は
い
か
が
で

す
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
度
々
伺
う
と

い
う
こ
と
は
、
個
々
人
に
よ
っ
て
受
け

止
め
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心

情
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か
な
と
い

う
ふ
う
に
は
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
村
・
教
育

委
員
会
が
対
応
し
た
内
容
を
「
公
務
上

の
怪
我
に
関
す
る
村
と
の
確
認
事
項
」

と
し
て
、
書
類
に
し
た
た
め
た
上
で
、

ご
本
人
に
も
説
明
を
し
、
了
解
し
た
旨

の
署
名
捺
印
も
ち
ょ
う
だ
い
し
て
お
り

ま
す
。

　

必
要
な
対
応
は
と
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
。

　

村
民
か
ら
、
挨
拶
の
し
な
い
職
員
の

話
し
だ
が
、
役
場
職
員
は
そ
ん
な
に
偉

い
の
か
と
。

　

私
が
手
が
震
え
て
い
る
と
あ
し
ら
わ

滝
本
一
訓
議
員
（
再
質
問
）

れ
た
こ
と
に
、
村
長
は
抗
議
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
村
長
が
話
し
た
と

お
り
、
夕
方
、
本
人
が
謝
り
に
は
来
は

し
た
が
、
こ
ん
な
感
覚
で
村
民
を
見
て

い
る
か
ら
、
私
は
駄
目
だ
と
思
う
。
上

に
立
つ
者
こ
う
だ
か
ら
下
ま
で
駄
目
だ

と
。
上
に
立
つ
者
、
襟
を
正
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

村
長
、
い
か
が
で
す
か
。

　

教
育
委
員
会
の
仕
事
を
見
て
い
る

と
、
鰊
御
殿
作
業
員
が
木
か
ら
落
ち
、

滝
本
、
前
教
育
委
員
会
次
長
に
話
し
に

行
っ
た
が
、
話
し
を
聞
こ
う
と
し
な

か
っ
た
と
。

　

茅
沼
診
療
所
の
誤
診
、
そ
の
本
人
か

ら
相
談
を
受
け
て
私
が
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
教
育
委
員
会
自
体
が
私
は
仕
事
が

な
っ
て
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

木
か
ら
落
ち
て
か
ら
、
１
年
10
か
月

く
ら
い
経
っ
た
の
だ
か
ら
、
教
育
長
も

も
う
少
し
温
か
い
目
で
声
を
掛
け
る
の

も
大
事
だ
と
私
は
思
う
の
で
す
が
、
教

育
長
い
か
が
で
す
か
。

　

１
回
目
お
答
え
し
た
と
お
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

髙
山
教
育
長

髙

橋

村

長
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教
育
委
員
会
の
仕
事
と
い
た
し
ま
し

て
、
教
育
委
員
会
に
来
た
け
れ
ど
も
話

し
を
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
の
部
屋
で
、
滝
本

議
員
、
更
に
、
滝
本
議
員
の
秘
書
共
々
、

お
話
し
は
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

記
憶
が
ご
ざ
い
ま
す
し
、
聞
か
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
お
答
え
も
し
た
つ
も
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
足
り
な
い
部
分

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
対
応
し
た
と
い
う
こ
と
は
し
っ
か

り
と
申
し
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
「
現
在
温
か
い
目
で
元
作
業

員
に
対
し
て
声
を
掛
け
る
と
い
う
こ
と

は
い
か
が
で
す
か
。
」
と
い
う
こ
と
で

す
け
ど
も
、
先
程
１
回
目
の
答
弁
で
お

答
え
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
。

　

今
、
教
育
長
ち
ょ
っ
と
話
し
た
中

で
、
教
育
長
と
話
し
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
。

　

私
が
い
つ
も
思
う
こ
と
は
、
役
場
職

員
は
、
泊
村
村
民
を
上
か
ら
の
目
線
で

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
質
問
）

見
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
と
。

　

泊
村
職
員
は
、
公
務
に
就
く
時
、
服

務
の
宣
誓
を
し
て
公
務
に
つ
い
て
い
る

と
。

　

宣
誓
書
で
は
、
主
権
が
国
民
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、
日
本
国
憲
法
を
尊
重
し

擁
護
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
と
。

　

住
民
が
村
の
主
人
公
で
あ
り
、
公
務

員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
仕
事
を
す

る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
と
。

　

今
の
泊
村
の
職
員
は
、
こ
う
し
た
宣

誓
に
立
ち
返
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
。

　

泊
村
村
長
は
、
こ
う
し
た
住
民
が
寄

せ
る
話
し
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
い
か
が
で
す
か
。

　

村
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

全
部
が
全
部
で
き
て
い
る
と
は
思
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
れ
を
改
善
す
べ
く
、
週
に

１
度
課
長
会
議
を
開
い
て
、
都
度
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
に
指
導
は
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

　

議
長
、
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
質
問
）

髙
山
教
育
長

髙

橋

村

長

寄付行為の禁止
　議員は、選挙区内の方

にお金や物を贈ることは、

公職選挙法で禁止されて

おり、有権者が求めても

いけません。

　ご理解をお願いします。
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北海道町村議会議員研修会

　７月４日、札幌コンベンションセンターにおいて、全道の町村議会議員が一堂に会して、

令和５年度北海道町村議会議員研修会が開催されました。

　第１部は、ひょうご震災記念21世紀研究機構 理事長　五
い お き べ

百旗頭　真
まこと

 氏を講師に迎え「ウ

クライナ危機後の世界と日本」と題した講演、第２部では、政治ジャーナリスト 田崎　史

郎 氏を講師に迎え「日本政治の舞台裏」と題した講演があり、本村議会から７名の議員が

出席しました。

                ◎ 新型コロナウイルスの感染法上の分類の引き下げにより、
　　　　　　　　　　 　 傍聴を希望される方の議場でのマスクの着用は個人の判断と致します。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付票に記入するだけの簡単な手続きです

　　　　　　　　　　お気軽にどうぞ…

定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。臨時会は、必要に応じて随時開きます。
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（
岩
内
町　

　
　
　
　
　

 

飯
田
・
吉
田
議
員
出
席
）

　
　
　

令
和
５
年
岩
内
・
寿
都
地
方
消

　
　
　

防
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会

　
　
　

（
岩
内
町　

三
浦
副
議
長
出
席
）

26
日　

泊
発
電
所
環
境
保
全
監
視
協
議

　
　
　

会 

　
　
　

（
札
幌
市　

宇
留
間
議
長
出
席
）

※
６
月
～
７
月　

　

各
地
区
神
社
宵
宮
祭
・
例
大
祭

 

（
宇
留
間
議
長 

三
浦
副
議
長　

参
拝
）

５　

月

９
日　

第
１
回
臨
時
会
（
開
会
・
閉
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
議
員
出
席
）

11
日　

例
月
出
納
検
査　

　
　
　
　
　

（
沼
畑
・
鎌
田
委
員
出
席
）

18
日　

北
海
道
横
断
自
動
車
「
黒
松
内

　
　
　

～
小
樽
間
」
全
線
開
通
に
向
け

　
　
　

た
勉
強
会
及
び
志
公
会
と
語
る

　
　
　

夕
べ

　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）

19
日　

泊
村
商
工
会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

（
三
浦
副
議
長
出
席
）

21
日　

泊
消
防
団
総
合
演
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
議
員
出
席
）

23
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　

 

（
吉
田
委
員
外 

出
席
）

24
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
役
員
改

　
　
　

選
に
係
る
岩
宇
・
南
後
志
打
合

　
　
　

せ
後
志
町
村
議
会
議
長
会
役
員

　
　
　

会
及
び
臨
時
総
会

　
　

（
倶
知
安
町　

宇
留
間
議
長
出
席
）

25
日　

後
志
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議

　
　
　

会

　
　
　

令
和
５
年
後
志
広
域
連
合
議
会

　
　
　

第
１
回
臨
時
会

　
　

（
倶
知
安
町　

三
浦
副
議
長
出
席
）

編
集
後
記

議

会

日

誌

令
和
５
年
５
月
１
日
～

令
和
５
年
７
月
31
日

29
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
定
期
総

　
　
　

会
等

　
　

（
倶
知
安
町　

宇
留
間
議
長
出
席
）

30
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

　
　
　

村
協
議
会
総
会
及
び
意
見
交
換

　
　
　

会

　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）

　
６　

月

３
日　

泊
小
学
校
大
運
動
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
議
員
出
席
）

７
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

８
日　

例
月
出
納
検
査 

　
　
　
　
　

（
沼
畑
・
鎌
田
委
員
出
席
）

10
日　

泊
村
防
災
訓
練（
各
議
員
参
加
）

12
日　

第
２
回
定
例
会
（
開
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
議
員
出
席
）

14
日　

第
２
回
定
例
会
（
再
開
・
閉
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
議
員
出
席
）

15
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

　
　
　

会
及
び
北
海
道
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
第
74
回
定
期
総
会

　
　
　

（
札
幌
市　

宇
留
間
議
長
出
席
）

23
日　

北
海
道
新
幹
線
建
設
促
進
後

　
　
　

志
・
小
樽
期
成
会
総
会

　
　
　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
黒
松

　
　
　

内
・
小
樽
間
建
設
促
進
期
成
会

　
　
　

総
会

　
　
　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
要
望
運

　
　
　

動
（
小
樽
・
後
志
段
階
）

　
　
　

  

（
小
樽
市
・
倶
知
安
町　

　
　
　
　
　
　
　

 

宇
留
間
議
長
出
席
）

26
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
要
望
運

      

動
（
道
段
階
）

　
　
　

（
札
幌
市　

宇
留
間
議
長
出
席
）

28
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
懇
談
会

　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）

29
日　

後
志
総
合
開
発
期
成
会
要
望
運

　
　
　

動
（
中
央
段
階
）

　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）

７　

月

２
日　

第
45
回
神
恵
内
沖
揚
げ
ま
つ
り

    

（
神
恵
内
村　

宇
留
間
議
長
出
席
）

４
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

          

（
札
幌
市　

各
議
員
出
席
）

７
日　

例
月
出
納
検
査

          

（
沼
畑
・
鎌
田
委
員
出
席
）

14
日　

群
来
ま
つ
り
に
係
る
伊
方
町
と   

　
　
　

の
交
流
会　
　

（
各
議
員
出
席
）

15
日　

第
52
回
群
来
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
各
議
員
出
席
）

19
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
全
委
員
出
席
）

21
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
・
定
期
総
会

　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）

　
　
　

第
11
回
衆
議
院
議
員
中
村
裕
之

　
　
　

君
を
励
ま
す
会
政
経
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

（
札
幌
市　

三
浦
副
議
長
出
席
）

24
日　

令
和
５
年
岩
内
地
方
衛
生
組
合

　
　
　

議
会
第
１
回
臨
時
会

　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
８
９
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
５
年
６
月
の
第
２

回
定
例
会
に
つ
い
て
編
集
い
た
し
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針

や
議
会
活
動
も
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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り
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